
Q もし高濃度乳房（白っぽい乳房）
であったら、どうしたら
よいでしょうか。放置すると
乳がんになるのでしょうか。

　乳房構成は乳房内の乳腺と脂肪の割合を表

す言葉であり、高濃度乳房（白っぽい乳房）は

病気ではありません。そのため、高濃度乳房で

あったとしても、一般的には追加で検査を受け

るなどの特別な対応をとる必要はありません。

　乳房構成と乳がん発症リスクに関しては、日

本人を対象としたデータはごく限られたものし

かありません。欧米のデータによると、高濃度

乳房の人は、脂肪性乳房の人と比べると乳がん

になる可能性がわずかに高くなると報告されて

います。

　高濃度乳房であるかどうかにかかわらず、ど

の乳房のタイプであっても、定期的に自身の乳

房の変化を確認することや、検診を定期的に受

診すること、症状があれば放置せずに病院を受

診することが大切です。自覚症状のない方でも、

乳がんのリスクが高いと考えられる人は、乳腺

専門医などに個別に相談することを考えても良

いでしょう。 問い合わせ先

( 公財 ) 福井県健康管理協会
健診サービス課　　　　　
TEL　 0776-98-8000
FAX　 0776-98-3502

乳房構成についてのお話
マンモグラフィでわかる 4つの乳房のタイプ

Q ブレスト・アウェアネスについて
教えてください。

　女性自身がご自分の乳房の状態に日頃から関

心をもち、乳房を意識して生活することを「ブ

レスト・アウェアネス」といいます。

　ブレスト・アウェアネスは乳がんの早期発見・

早期診断・早期治療につながる、女性にとって

とても重要な生活習慣です。「ブレスト・アウェ

アネス」を身につけるためには以下の４つの項

目がを実行することが大切です。乳がん検診は

その大切な1項目です。 

① ご自分の乳房の状態を知るために、日頃か 

　 らご自分の乳房を、見て、触って、感じる習

    慣を付けましょう(乳房の健康チェック )

② 気をつけなければいけない乳房の変化を知  

　 りましょう。(しこりや血性の乳頭分泌など )

③ 乳房に変化がないかを意識し、変化を感じ 

　 たら、すぐに専門医を受診しましょう。

④ 40 歳になったら、乳がん検診を受診しましょ  

    う。

更に詳しいことをお知りになりたい方は、
以下のサイトをご参照ください。

「高濃度乳房についてのQ＆A」
https://brestcs.org/information/faq/



Q 乳房構成とはなんですか。

　乳房は主に乳腺と脂肪からできていて、この

割合は個人によって異なり、マンモグラフィで

は、乳腺が白く脂肪が黒く写ります、乳腺が多

く白く写るほうから①「極めて高濃度乳房」、②

「不均一高濃度乳房」、③「乳腺散在乳房」、④「脂

肪性乳房」の４つに分類されます (左図 )。こ

のうち、乳腺の豊富な①「極めて高濃度乳房」、

②「不均一高濃度乳房」の２つをあわせて「高

濃度乳房」と呼びます。

　マンモグラフィでは乳がんなどの乳房の病気

は白く写ることが多く、高濃度乳房では白い乳

腺の陰に病気が隠れることがあり、がんが見つ

かりにくいと考えられています。

黒っぽい（乳腺が少ない）

がん（しこり）は写りやすい

白っぽい（乳腺が多い）

がん（しこり）はやや写りにくい

Q 乳房構成の判定や変化について
教えてください。

　年齢が若いほど、高濃度乳房になりやすい

（白っぽく写る）傾向にあります。乳房構成はマ

ンモグラフィの写真を目で見て判断されるもの

で、厳密に区別することが難しい場合もありま

す。

　そのため、乳がん検診を毎年受診していたと

しても、ある年に乳腺散在乳房と評価された方

が、翌年には不均一高濃度乳房と評価されるこ

ともあります。

白っぽい乳房では、病変は乳腺に隠れてやや見えにくくなります。
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